
文
化
セ
ン
タ
ー
の
危
機̶
新
作
̶

シ
ー
サ
イ
ド
タ
ウ
ン̶
再
演
̶

 
2
0
2
3
年

 
2
月
22
日（
水
）－

26
日（
日
）

 

会
場
　

ロ
ー
ム
シ
ア
タ
ー
京
都
　

ノ
ー
ス
ホ
ー
ル

［  ｜ 全席自由・税込］―「文化 危機」「 」共通 

一般3,500円、 （25歳以下）2,000円、18歳以下1,000円
2公演 券：一般6,000円、 （25歳以下）3,500円、18歳以下1,500円
※ 各公演 必要
※ 18歳以下 方 、公演当日 受付 証明書（学生証、免許証等） 提示 。
※推奨年齢中学生以上。未就学児入場不可。

［ 発売］
 ・会員先行＊：11月19日｜土｜10:00－
 ・一般：11月26日｜土｜10:00－
＊ 会員（ 会員）、Club会員（京都 ・

京都共通 会員制度）・京響友 会会員

［ 取扱］
 ・ ［24時間購入可］  ※要事前登録（無料）
https://www.s2.e-get.jp/kyoto/pt / 

 ・ 京都     TEL. 075-746-3201

（窓口・電話 10:00－19:00／年中無休   ※臨時休館日 除 ）
※新型 感染症拡大防止 短縮営業 場合
 ・京都     TEL. 075-711-3231

（窓口・電話 10:00－17:00／第1・3月曜日休館  ※休日 場合 翌日）
 ・   https://t.pia.jp/《Ｐ ：516-046》  ※二作品共通（ 券 取扱 ）

̶̶̶̶̶̶̶
松田正隆　海辺 町 二部作 公演
https://rohmtheatrekyoto.jp/event/99920/

［ 問合 ］ 京都 　TEL. 075-746-3201

企画製作： 京都
主催： 京都（公益財団法人京都市音楽芸術文化振興財団）、京都市
協賛：京都信用金庫
令和4年度文化資源活用推進事業
後援：京都新聞

2023年2月22日（ 水 ）－26日（ 日 ）
開場時間：開演 30分前
上演時間：「文化 危機」1時間45分（予定）「 」1時間45分

★ 終演後 行 。
☆ 託児 。
     詳細 京都 確認 。（要事前予約）
〇「 」初演時 稽古場 撮影 記録映像
　（ ：村川拓也、撮影：米倉伸） 上映 行 。（入場無料・予約不要）
全上演回（上映会 ） 、日本語・英語対応字幕 貸出 行 。（要事前予約・定員 ）
※ 詳細 京都 確認 。

 京都
〒606-8342 京都市左京区岡崎最勝寺町13

TEL. 075-771-6051（代表）
075-746-3201（ ）
FAX. 075-746-3366    

https://rohmtheatrekyoto.jp/

＊営業・開館時間 状況 変更 。
　最新情報 問 合 。
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・京都市営地下鉄東西線「東山」駅下車1番出口 徒歩約10分
・市 32・46系統「岡崎公園 京都・ 前」下車
・市 5・86系統「岡崎公園 美術館・平安神宮前」下車徒歩約5分
・市 31・201・202・203・206系統「東山二条・岡崎公園口」下車徒歩約5分

22（水） 23（木・祝） 24（金） 25（土） 26（日）
13:00 上映会○
14:00 「文化 」☆ 「 」☆
16:00 「文化 」☆
18:30 「 」☆ 「文化 」★
19:00 「文化 」 「 」
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ロ
ー
ム
シ
ア
タ
ー
京
都
で
は
、
劇
作
家
・
演
出
家
の
松
田
正
隆
に
よ
る

〝
海
辺
の
町
〞二
部
作
と
し
て
、2
0
2
1
年
1
月
に
初
演
さ
れ
た「
シ
ー

サ
イ
ド
タ
ウ
ン
」
と
新
作
「
文
化
セ
ン
タ
ー
の
危
機
」、
い
ず
れ
も
ロ
ー
ム

シ
ア
タ
ー
京
都
の
「
レ
パ
ー
ト
リ
ー
の
創
造
」
か
ら
生
ま
れ
た
二
作
品
を

上
演
し
ま
す
。

松
田
は
長
ら
く
京
都
で
活
動
し
た
後
に
拠
点
を
東
京
へ
と
移
し
、
自
身

が
主
宰
す
る
マ
レ
ビ
ト
の
会
で
の
作
品
創
作
な
ど
を
通
し
て
、
演
劇
の

上
演
に
つ
い
て
の
様
々
な
試
み
を
を
続
け
て
き
ま
し
た
。「
シ
ー
サ
イ
ド

タ
ウ
ン
」
は
、
自
身
の
故
郷
・
長
崎
を
思
わ
せ
る
「
海
辺
の
町
」
に
生
き
る

人
々
を
描
き
つ
つ
、
物
語
を
演
劇
と
し
て
上
演
す
る
こ
と
の
本
質
を
考

え
る
取
り
組
み
で
も
あ
り
ま
し
た
。

ロ
ー
ム
シ
ア
タ
ー
京
都
の
「
レ
パ
ー
ト
リ
ー
の
創
造
」
シ
リ
ー
ズ
は
、
劇
場
で

作
品
を
創
り
、
劇
場
で
上
演
を
行
い
ま
す
。「
シ
ー
サ
イ
ド
タ
ウ
ン
」
は
、

ロ
ー
ム
シ
ア
タ
ー
京
都
ノ
ー
ス
ホ
ー
ル
で
長
期
間
の
創
作
過
程
を
過
ご
し
、

そ
の
場
所
で
上
演
さ
れ
ま
し
た
。
リ
ハ
ー
サ
ル
を
通
し
て
俳
優
た
ち
が

ノ
ー
ス
ホ
ー
ル
に
〝
住
み
成
す
〞プ
ロ
セ
ス
と
、
彼
ら
が
演
じ
る
劇
世
界
の

中
の
「
海
辺
の
町
」
の
住
人
た
ち
の
〝
暮
ら
し
〞の
風
景
が
、
現
実
世
界
と

劇
世
界
の
あ
い
だ
で
、
多
層
的
に
折
り
重
な
り
、
わ
た
し
た
ち
の
目
の
前

に
立
ち
上
が
っ
て
く
る
も
の
で
し
た
。

「
シ
ー
サ
イ
ド
タ
ウ
ン
」
の
続
編
と
も
い
え
る
「
文
化
セ
ン
タ
ー
の
危
機
」

は
、「
シ
ー
サ
イ
ド
タ
ウ
ン
」
に
初
演
か
ら
出
演
す
る
俳
優
6
名
に
、
新
た

に
オ
ー
デ
ィ
シ
ョ
ン
で
選
ば
れ
た
俳
優
1
名
を
加
え
て
演
じ
ら
れ
ま
す
。

「
海
辺
の
町
」
を
舞
台
と
す
る
二
つ
の
物
語
が
、
同
じ
場
所
で
、
同
じ
俳
優

た
ち
に
よ
っ
て
演
じ
ら
れ
ま
す
。
ぜ
ひ
両
方
の
上
演
を
ご
覧
い
た
だ
き
、

そ
れ
ぞ
れ
の
物
語
を
お
楽
し
み
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
演
劇
を
め
ぐ
る

問
い
か
け
に
も
触
れ
て
く
だ
さ
い
。

ウ
ミ

―
住
ん
で
ま
し
た
？

シ
ン
ジ

―
え
？

ウ
ミ

―
こ
こ
、
住
ん
で
た
り
し
ま
し
た
？

◉
公
演
の
前
に
ぜ
ひ
お
読
み
く
だ
さ
い
。
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作
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隆
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ビ
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　 h
ttps://roh

m
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eatrekyoto.jp/arch

ives/interview
_m
atsuda_2022/

2 

関
連
コ
ラ
ム
「
シ
ー
サ
イ
ド
タ
ウ
ン
」
に
住
む
こ
と

|
文
＝
松
田
正
隆

　 h
ttps://roh

m
th
eatrekyoto.jp/arch

ives/living-sea-side-tow
n/

レ
パ
ー
ト
リ
ー
の
創
造
に
つ
い
て

ロ
ー
ム
シ
ア
タ
ー
京
都
が
、
2
0
1
7
年
度
か
ら
取
り
組
ん
で
い
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
、

劇
場
の
レ
パ
ー
ト
リ
ー
演
目
と
し
て
時
代
を
超
え
て
末
永
く
上
演
さ
れ
る
こ
と
を
念
頭

に
、
公
立
劇
場
が
主
体
的
に
作
品
製
作
に
取
り
組
む
事
業
で
す
。
ま
た
、
作
品
創
造
の

プ
ロ
セ
ス
を
通
じ
て
、
俳
優
、
ド
ラ
マ
ト
ゥ
ル
ク
、
制
作
者
等
の
専
門
家
人
材
の
育
成
や

観
客
育
成
の
た
め
の
関
連
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
企
画
し
、
レ
パ
ー
ト
リ
ー
の
創
造
か
ら
各

地
域
に
お
け
る
劇
場
文
化
を
つ
く
る
こ
と
を
目
指
し
ま
す
。

 

ロ
ー
ム
シ
ア
タ
ー
京
都
レ
パ
ー
ト
リ
ー
作
品
サ
イ
ト
　

h
ttps://roh

m
th
eatrek

yoto.jp/repertory/

中
野

―
ど
う
し
ま
し
た
？

加
藤

―
海
が
見
え
る

中
野

―
こ
こ
は
、
四
方
八
方
海
で
す
か
ら

中
野

―
加
藤
さ
ん
、

    

焚
き
火
し
た
こ
と
あ
り
ま
す
か

加
藤

―
い
や
、
な
い
よ
。

    

見
た
こ
と
は
あ
る
け
ど

ク
ル
ミ

―
こ
ち
ら
に
住
ま
わ
れ
る
っ
て
聞
い
て

シ
ン
ジ

―
あ
あ
、
え
え
、
ま
あ

ウ
ミ

―
こ
こ
誰
か
、

     

住
ん
で
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
と

     

思
う
と
き
が
あ
っ
て

シ
ン
ジ

―
え

文
化
セ
ン
タ
ー
の
職
員
で
あ
る

吉
村
、
辻
井
、
中
野
の
三
人
は
不
安
な
日
々
を
送
っ
て
い
た
。

来
年
度
か
ら
運
営
が
民
間
に
移
行
す
る
の
に
と
も
な
い
、

職
員
が
解
雇
さ
れ
る
と
告
げ
ら
れ
て
い
た
か
ら
だ
。

そ
ん
な
時
、
中
野
の
大
学
時
代
の
友
人
が

イ
ベ
ン
ト
の
下
見
で
文
化
セ
ン
タ
ー
を
訪
れ
る
。

週
末
を
キ
ャ
ン
プ
で
過
ご
す
た
め
に

職
員
た
ち
は
山
に
行
き
、
焚
き
火
を
す
る
。

一
方
、
コ
ン
ビ
ニ
で
バ
イ
ト
を
し
て
い
る
高
校
生
の
里
岡
は

美
術
部
顧
問
の
教
師
、
神
長
か
ら
、
土
曜
の
夜
に

流
星
群
が
見
え
る
と
教
え
ら
れ
、
心
を
と
き
め
か
せ
る
。

港
の
岸
壁
で
は
、
密
航
者
を
監
視
す
る
男
が
佇
ん
で
い
る
。

冬
の
海
辺
の
地
方
都
市
、
そ
の
週
末
、
三
日
間
の
ス
ケ
ッ
チ
。

こ
の
国
の
西
の
果
て
、
海
辺
の
町
。

一
軒
の
空
き
家
に
一
人
の
男
（
シ
ン
ジ
）が
住
み
は
じ
め
る
。

シ
ン
ジ
は
東
京
で
職
を
な
く
し
行
き
場
を
失
い
、
故
郷
に
帰
っ
て
き
た
。

荒
廃
し
て
い
く
地
方
の
町
で
は
凡
庸
な
る
フ
ァ
シ
ズ
ム
が
横
行
し
、

シ
ン
ジ
は
戸
惑
い
な
が
ら
も
そ
の
流
れ
に
馴
染
ん
で
ゆ
く
。

相
変
わ
ら
ず
地
縁
・
血
縁
の
し
が
ら
み
も
絡
み
つ
く
。

日
々
の
生
活
の
中
で
「
何
か
の
兆
し
」
は
常
に
現
れ
、

起
こ
る
べ
く
し
て
起
こ
っ
た
事
件
が
シ
ン
ジ
の
も
と
に
報
告
さ
れ
る
。

松
田
正
隆
書
き
下
ろ
し
に
よ
る

劇
場
レ
パ
ー
ト
リ
ー
作
品
の
連
続
上
演

あ
る
海
辺
の
町
に 

住
ま
う
人
た
ち

松
田
正
隆 

（
劇
作
家
・
演
出
家
・
マ
レ
ビ
ト
の
会
代
表
）

1
9
6
2
年
、
長
崎
県
生
ま
れ
。
96
年
『
海
と
日
傘
』
で
岸
田
國
士
戯
曲
賞
、
97
年
『
月

の
岬
』
で
読
売
演
劇
大
賞
作
品
賞
、
99
年
『
夏
の
砂
の
上
』
で
読
売
文
学
賞
を
受
賞
。

2
0
0
3
「
マ
レ
ビ
ト
の
会
」
を
結
成
。
主
な
作
品
に
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
・
ト
ー
キ
ョ
ー

2
0
1
8
参
加
作
品
『
福
島
を
上
演
す
る
』
な
ど
。
2
0
1
2
年
よ
り
立
教
大
学
現
代

心
理
学
部
映
像
身
体
学
科
教
授
。2
0
2
1
年
1
月
「
シ
ー
サ
イ
ド
タ
ウ
ン
」を
ロ
ー

ム
シ
ア
タ
ー
京
都
で
初
演
し
、
10
年
ぶ
り
に
自
身
の
演
出
作
品
を
京
都
で
上
演
す
る
。

ま
た
、ロ
ー
ム
シ
ア
タ
ー
京
都
「
劇
場
の
学
校
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
で
は
、
2
0
1
9
年
度

か
ら
2
0
2
1
年
度
ま
で
講
師
を
務
め
た
。

文
化
セ
ン
タ
ー
の
危
機̶
新
作
̶

シ
ー
サ
イ
ド
タ
ウ
ン̶
再
演
̶

写
真

全
「

」

P
h

o
to

: To
sh

ia
ki N

a
ka

ta
n

i

作
・
演
出̶

松
田
正
隆

出
演̶

生
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慧
、鈴
鹿
通
儀
、大
門
果
央
、田
辺
泰
信
、

　
　
　  

中
川
友
香（「
文
化
セ
ン
タ
ー
の
危
機
」の
み
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深
澤
し
ほ
、
横
田
僚
平

照
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̶
̶

藤
原
康
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杉
本
奈
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2/

青
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団
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音
響̶

̶
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合
田
洋
祐
（
ロ
ー
ム
シ
ア
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京
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福
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川
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ア
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京
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シ
ョ
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ユ
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宣
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̶
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琢
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撮
影̶

̶
̶

中
谷
利
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制
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̶
̶

齋
藤 

啓
・
木
原
里
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（
以
上
、ロ
ー
ム
シ
ア
タ
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京
都
）

広
報̶

̶
̶

松
本
花
音
・
山
形
ゆ
き
（
以
上
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ー
ム
シ
ア
タ
ー
京
都)

プ
ロ
グ
ラ
ム
デ
ィ
レ
ク
タ
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小
倉
由
佳
子
（
ロ
ー
ム
シ
ア
タ
ー
京
都
）
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［  ｜ 全席自由・税込］―「文化 危機」「 」共通 

一般3,500円、 （25歳以下）2,000円、18歳以下1,000円
2公演 券：一般6,000円、 （25歳以下）3,500円、18歳以下1,500円
※ 各公演 必要
※ 18歳以下 方 、公演当日 受付 証明書（学生証、免許証等） 提示 。
※推奨年齢中学生以上。未就学児入場不可。

［ 発売］
 ・会員先行＊：11月19日｜土｜10:00－
 ・一般：11月26日｜土｜10:00－
＊ 会員（ 会員）、Club会員（京都 ・

京都共通 会員制度）・京響友 会会員

［ 取扱］
 ・ ［24時間購入可］  ※要事前登録（無料）
https://www.s2.e-get.jp/kyoto/pt / 

 ・ 京都     TEL. 075-746-3201

（窓口・電話 10:00－19:00／年中無休   ※臨時休館日 除 ）
※新型 感染症拡大防止 短縮営業 場合
 ・京都     TEL. 075-711-3231

（窓口・電話 10:00－17:00／第1・3月曜日休館  ※休日 場合 翌日）
 ・   https://t.pia.jp/《Ｐ ：516-046》  ※二作品共通（ 券 取扱 ）

̶̶̶̶̶̶̶
松田正隆　海辺 町 二部作 公演
https://rohmtheatrekyoto.jp/event/99920/

［ 問合 ］ 京都 　TEL. 075-746-3201

企画製作： 京都
主催： 京都（公益財団法人京都市音楽芸術文化振興財団）、京都市
協賛：京都信用金庫
令和4年度文化資源活用推進事業
後援：京都新聞

2023年2月22日（ 水 ）－26日（ 日 ）
開場時間：開演 30分前
上演時間：「文化 危機」1時間45分（予定）「 」1時間45分

★ 終演後 行 。
☆ 託児 。
     詳細 京都 確認 。（要事前予約）
〇「 」初演時 稽古場 撮影 記録映像
　（ ：村川拓也、撮影：米倉伸） 上映 行 。（入場無料・予約不要）
全上演回（上映会 ） 、日本語・英語対応字幕 貸出 行 。（要事前予約・定員 ）
※ 詳細 京都 確認 。

 京都
〒606-8342 京都市左京区岡崎最勝寺町13

TEL. 075-771-6051（代表）
075-746-3201（ ）
FAX. 075-746-3366    

https://rohmtheatrekyoto.jp/

＊営業・開館時間 状況 変更 。
　最新情報 問 合 。
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・京都市営地下鉄東西線「東山」駅下車1番出口 徒歩約10分
・市 32・46系統「岡崎公園 京都・ 前」下車
・市 5・86系統「岡崎公園 美術館・平安神宮前」下車徒歩約5分
・市 31・201・202・203・206系統「東山二条・岡崎公園口」下車徒歩約5分

22（水） 23（木・祝） 24（金） 25（土） 26（日）
13:00 上映会○
14:00 「文化 」☆ 「 」☆
16:00 「文化 」☆
18:30 「 」☆ 「文化 」★
19:00 「文化 」 「 」
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ロ
ー
ム
シ
ア
タ
ー
京
都
で
は
、
劇
作
家
・
演
出
家
の
松
田
正
隆
に
よ
る

〝
海
辺
の
町
〞二
部
作
と
し
て
、2
0
2
1
年
1
月
に
初
演
さ
れ
た「
シ
ー

サ
イ
ド
タ
ウ
ン
」
と
新
作
「
文
化
セ
ン
タ
ー
の
危
機
」、
い
ず
れ
も
ロ
ー
ム

シ
ア
タ
ー
京
都
の
「
レ
パ
ー
ト
リ
ー
の
創
造
」
か
ら
生
ま
れ
た
二
作
品
を

上
演
し
ま
す
。

松
田
は
長
ら
く
京
都
で
活
動
し
た
後
に
拠
点
を
東
京
へ
と
移
し
、
自
身

が
主
宰
す
る
マ
レ
ビ
ト
の
会
で
の
作
品
創
作
な
ど
を
通
し
て
、
演
劇
の

上
演
に
つ
い
て
の
様
々
な
試
み
を
を
続
け
て
き
ま
し
た
。「
シ
ー
サ
イ
ド

タ
ウ
ン
」
は
、
自
身
の
故
郷
・
長
崎
を
思
わ
せ
る
「
海
辺
の
町
」
に
生
き
る

人
々
を
描
き
つ
つ
、
物
語
を
演
劇
と
し
て
上
演
す
る
こ
と
の
本
質
を
考

え
る
取
り
組
み
で
も
あ
り
ま
し
た
。

ロ
ー
ム
シ
ア
タ
ー
京
都
の
「
レ
パ
ー
ト
リ
ー
の
創
造
」
シ
リ
ー
ズ
は
、
劇
場
で

作
品
を
創
り
、
劇
場
で
上
演
を
行
い
ま
す
。「
シ
ー
サ
イ
ド
タ
ウ
ン
」
は
、

ロ
ー
ム
シ
ア
タ
ー
京
都
ノ
ー
ス
ホ
ー
ル
で
長
期
間
の
創
作
過
程
を
過
ご
し
、

そ
の
場
所
で
上
演
さ
れ
ま
し
た
。
リ
ハ
ー
サ
ル
を
通
し
て
俳
優
た
ち
が

ノ
ー
ス
ホ
ー
ル
に
〝
住
み
成
す
〞プ
ロ
セ
ス
と
、
彼
ら
が
演
じ
る
劇
世
界
の

中
の
「
海
辺
の
町
」
の
住
人
た
ち
の
〝
暮
ら
し
〞の
風
景
が
、
現
実
世
界
と

劇
世
界
の
あ
い
だ
で
、
多
層
的
に
折
り
重
な
り
、
わ
た
し
た
ち
の
目
の
前

に
立
ち
上
が
っ
て
く
る
も
の
で
し
た
。

「
シ
ー
サ
イ
ド
タ
ウ
ン
」
の
続
編
と
も
い
え
る
「
文
化
セ
ン
タ
ー
の
危
機
」

は
、「
シ
ー
サ
イ
ド
タ
ウ
ン
」
に
初
演
か
ら
出
演
す
る
俳
優
6
名
に
、
新
た

に
オ
ー
デ
ィ
シ
ョ
ン
で
選
ば
れ
た
俳
優
1
名
を
加
え
て
演
じ
ら
れ
ま
す
。

「
海
辺
の
町
」
を
舞
台
と
す
る
二
つ
の
物
語
が
、
同
じ
場
所
で
、
同
じ
俳
優

た
ち
に
よ
っ
て
演
じ
ら
れ
ま
す
。
ぜ
ひ
両
方
の
上
演
を
ご
覧
い
た
だ
き
、

そ
れ
ぞ
れ
の
物
語
を
お
楽
し
み
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
演
劇
を
め
ぐ
る

問
い
か
け
に
も
触
れ
て
く
だ
さ
い
。

ウ
ミ

―
住
ん
で
ま
し
た
？

シ
ン
ジ

―
え
？

ウ
ミ

―
こ
こ
、
住
ん
で
た
り
し
ま
し
た
？

◉
公
演
の
前
に
ぜ
ひ
お
読
み
く
だ
さ
い
。

　（
ロ
ー
ム
シ
ア
タ
ー
京
都W

E
B

マ
ガ
ジ
ン
「S

pin-O
ff

」
掲
載
）

1 

海
辺
の
町 

二
部
作
　
松
田
正
隆
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

　 h
ttps://roh

m
th
eatrekyoto.jp/arch

ives/interview
_m
atsuda_2022/

2 

関
連
コ
ラ
ム
「
シ
ー
サ
イ
ド
タ
ウ
ン
」
に
住
む
こ
と

|
文
＝
松
田
正
隆

　 h
ttps://roh

m
th
eatrekyoto.jp/arch

ives/living-sea-side-tow
n/

レ
パ
ー
ト
リ
ー
の
創
造
に
つ
い
て

ロ
ー
ム
シ
ア
タ
ー
京
都
が
、
2
0
1
7
年
度
か
ら
取
り
組
ん
で
い
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
、

劇
場
の
レ
パ
ー
ト
リ
ー
演
目
と
し
て
時
代
を
超
え
て
末
永
く
上
演
さ
れ
る
こ
と
を
念
頭

に
、
公
立
劇
場
が
主
体
的
に
作
品
製
作
に
取
り
組
む
事
業
で
す
。
ま
た
、
作
品
創
造
の

プ
ロ
セ
ス
を
通
じ
て
、
俳
優
、
ド
ラ
マ
ト
ゥ
ル
ク
、
制
作
者
等
の
専
門
家
人
材
の
育
成
や

観
客
育
成
の
た
め
の
関
連
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
企
画
し
、
レ
パ
ー
ト
リ
ー
の
創
造
か
ら
各

地
域
に
お
け
る
劇
場
文
化
を
つ
く
る
こ
と
を
目
指
し
ま
す
。

 

ロ
ー
ム
シ
ア
タ
ー
京
都
レ
パ
ー
ト
リ
ー
作
品
サ
イ
ト
　

h
ttps://roh

m
th
eatrek

yoto.jp/repertory/

中
野

―
ど
う
し
ま
し
た
？

加
藤

―
海
が
見
え
る

中
野

―
こ
こ
は
、
四
方
八
方
海
で
す
か
ら

中
野

―
加
藤
さ
ん
、

    

焚
き
火
し
た
こ
と
あ
り
ま
す
か

加
藤

―
い
や
、
な
い
よ
。

    

見
た
こ
と
は
あ
る
け
ど

ク
ル
ミ

―
こ
ち
ら
に
住
ま
わ
れ
る
っ
て
聞
い
て

シ
ン
ジ

―
あ
あ
、
え
え
、
ま
あ

ウ
ミ

―
こ
こ
誰
か
、

     

住
ん
で
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
と

     

思
う
と
き
が
あ
っ
て

シ
ン
ジ

―
え

文
化
セ
ン
タ
ー
の
職
員
で
あ
る

吉
村
、
辻
井
、
中
野
の
三
人
は
不
安
な
日
々
を
送
っ
て
い
た
。

来
年
度
か
ら
運
営
が
民
間
に
移
行
す
る
の
に
と
も
な
い
、

職
員
が
解
雇
さ
れ
る
と
告
げ
ら
れ
て
い
た
か
ら
だ
。

そ
ん
な
時
、
中
野
の
大
学
時
代
の
友
人
が

イ
ベ
ン
ト
の
下
見
で
文
化
セ
ン
タ
ー
を
訪
れ
る
。

週
末
を
キ
ャ
ン
プ
で
過
ご
す
た
め
に

職
員
た
ち
は
山
に
行
き
、
焚
き
火
を
す
る
。

一
方
、
コ
ン
ビ
ニ
で
バ
イ
ト
を
し
て
い
る
高
校
生
の
里
岡
は

美
術
部
顧
問
の
教
師
、
神
長
か
ら
、
土
曜
の
夜
に

流
星
群
が
見
え
る
と
教
え
ら
れ
、
心
を
と
き
め
か
せ
る
。

港
の
岸
壁
で
は
、
密
航
者
を
監
視
す
る
男
が
佇
ん
で
い
る
。

冬
の
海
辺
の
地
方
都
市
、
そ
の
週
末
、
三
日
間
の
ス
ケ
ッ
チ
。

こ
の
国
の
西
の
果
て
、
海
辺
の
町
。

一
軒
の
空
き
家
に
一
人
の
男
（
シ
ン
ジ
）が
住
み
は
じ
め
る
。

シ
ン
ジ
は
東
京
で
職
を
な
く
し
行
き
場
を
失
い
、
故
郷
に
帰
っ
て
き
た
。

荒
廃
し
て
い
く
地
方
の
町
で
は
凡
庸
な
る
フ
ァ
シ
ズ
ム
が
横
行
し
、

シ
ン
ジ
は
戸
惑
い
な
が
ら
も
そ
の
流
れ
に
馴
染
ん
で
ゆ
く
。

相
変
わ
ら
ず
地
縁
・
血
縁
の
し
が
ら
み
も
絡
み
つ
く
。

日
々
の
生
活
の
中
で
「
何
か
の
兆
し
」
は
常
に
現
れ
、

起
こ
る
べ
く
し
て
起
こ
っ
た
事
件
が
シ
ン
ジ
の
も
と
に
報
告
さ
れ
る
。

松
田
正
隆
書
き
下
ろ
し
に
よ
る

劇
場
レ
パ
ー
ト
リ
ー
作
品
の
連
続
上
演

あ
る
海
辺
の
町
に 

住
ま
う
人
た
ち

松
田
正
隆 

（
劇
作
家
・
演
出
家
・
マ
レ
ビ
ト
の
会
代
表
）

1
9
6
2
年
、
長
崎
県
生
ま
れ
。
96
年
『
海
と
日
傘
』
で
岸
田
國
士
戯
曲
賞
、
97
年
『
月

の
岬
』
で
読
売
演
劇
大
賞
作
品
賞
、
99
年
『
夏
の
砂
の
上
』
で
読
売
文
学
賞
を
受
賞
。

2
0
0
3
「
マ
レ
ビ
ト
の
会
」
を
結
成
。
主
な
作
品
に
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
・
ト
ー
キ
ョ
ー

2
0
1
8
参
加
作
品
『
福
島
を
上
演
す
る
』
な
ど
。
2
0
1
2
年
よ
り
立
教
大
学
現
代

心
理
学
部
映
像
身
体
学
科
教
授
。2
0
2
1
年
1
月
「
シ
ー
サ
イ
ド
タ
ウ
ン
」を
ロ
ー

ム
シ
ア
タ
ー
京
都
で
初
演
し
、
10
年
ぶ
り
に
自
身
の
演
出
作
品
を
京
都
で
上
演
す
る
。

ま
た
、ロ
ー
ム
シ
ア
タ
ー
京
都
「
劇
場
の
学
校
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
で
は
、
2
0
1
9
年
度

か
ら
2
0
2
1
年
度
ま
で
講
師
を
務
め
た
。

文
化
セ
ン
タ
ー
の
危
機̶
新
作
̶

シ
ー
サ
イ
ド
タ
ウ
ン̶
再
演
̶

写
真

全
「

」

P
h

o
to

: To
sh

ia
ki N

a
ka

ta
n

i

作
・
演
出̶

松
田
正
隆

出
演̶

生
実 

慧
、鈴
鹿
通
儀
、大
門
果
央
、田
辺
泰
信
、

　
　
　  

中
川
友
香（「
文
化
セ
ン
タ
ー
の
危
機
」の
み
）、
深
澤
し
ほ
、
横
田
僚
平

照
明̶

̶
̶

藤
原
康
弘
・
杉
本
奈
月
（N

2/

青
年
団
）

音
響̶

̶
̶

合
田
洋
祐
（
ロ
ー
ム
シ
ア
タ
ー
京
都
）

演
出
助
手
・
稽
古
場
記
録̶

福
井
裕
孝

舞
台
監
督̶

̶

川
村
剛
史
（
ロ
ー
ム
シ
ア
タ
ー
京
都
）

イ
ラ
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン̶

カ
ナ
イ
フ
ユ
キ

宣
伝
美
術̶

̶

南 

琢
也

撮
影̶

̶
̶

中
谷
利
明

制
作̶

̶
̶

齋
藤 

啓
・
木
原
里
佳
（
以
上
、ロ
ー
ム
シ
ア
タ
ー
京
都
）

広
報̶

̶
̶

松
本
花
音
・
山
形
ゆ
き
（
以
上
、ロ
ー
ム
シ
ア
タ
ー
京
都)

プ
ロ
グ
ラ
ム
デ
ィ
レ
ク
タ
ー̶

小
倉
由
佳
子
（
ロ
ー
ム
シ
ア
タ
ー
京
都
）

1

2
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2
0
2
3
年

 
2
月
22
日（
水
）－

26
日（
日
）

 

会
場
　

ロ
ー
ム
シ
ア
タ
ー
京
都
　

ノ
ー
ス
ホ
ー
ル

［  ｜ 全席自由・税込］―「文化 危機」「 」共通 

一般3,500円、 （25歳以下）2,000円、18歳以下1,000円
2公演 券：一般6,000円、 （25歳以下）3,500円、18歳以下1,500円
※ 各公演 必要
※ 18歳以下 方 、公演当日 受付 証明書（学生証、免許証等） 提示 。
※推奨年齢中学生以上。未就学児入場不可。

［ 発売］
 ・会員先行＊：11月19日｜土｜10:00－
 ・一般：11月26日｜土｜10:00－
＊ 会員（ 会員）、Club会員（京都 ・

京都共通 会員制度）・京響友 会会員

［ 取扱］
 ・ ［24時間購入可］  ※要事前登録（無料）
https://www.s2.e-get.jp/kyoto/pt / 

 ・ 京都     TEL. 075-746-3201

（窓口・電話 10:00－19:00／年中無休   ※臨時休館日 除 ）
※新型 感染症拡大防止 短縮営業 場合
 ・京都     TEL. 075-711-3231

（窓口・電話 10:00－17:00／第1・3月曜日休館  ※休日 場合 翌日）
 ・   https://t.pia.jp/《Ｐ ：516-046》  ※二作品共通（ 券 取扱 ）

̶̶̶̶̶̶̶
松田正隆　海辺 町 二部作 公演
https://rohmtheatrekyoto.jp/event/99920/

［ 問合 ］ 京都 　TEL. 075-746-3201

企画製作： 京都
主催： 京都（公益財団法人京都市音楽芸術文化振興財団）、京都市
協賛：京都信用金庫
令和4年度文化資源活用推進事業
後援：京都新聞

2023年2月22日（ 水 ）－26日（ 日 ）
開場時間：開演 30分前
上演時間：「文化 危機」1時間45分（予定）「 」1時間45分

★ 終演後 行 。
☆ 託児 。
     詳細 京都 確認 。（要事前予約）
〇「 」初演時 稽古場 撮影 記録映像
　（ ：村川拓也、撮影：米倉伸） 上映 行 。（入場無料・予約不要）
全上演回（上映会 ） 、日本語・英語対応字幕 貸出 行 。（要事前予約・定員 ）
※ 詳細 京都 確認 。

 京都
〒606-8342 京都市左京区岡崎最勝寺町13

TEL. 075-771-6051（代表）
075-746-3201（ ）
FAX. 075-746-3366    

https://rohmtheatrekyoto.jp/

＊営業・開館時間 状況 変更 。
　最新情報 問 合 。

シ
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サ
イ
ド
タ
ウ
ン̶
再
演
̶

文
化
セ
ン
タ
ー
の
危
機̶
新
作
̶

・京都市営地下鉄東西線「東山」駅下車1番出口 徒歩約10分
・市 32・46系統「岡崎公園 京都・ 前」下車
・市 5・86系統「岡崎公園 美術館・平安神宮前」下車徒歩約5分
・市 31・201・202・203・206系統「東山二条・岡崎公園口」下車徒歩約5分

22（水） 23（木・祝） 24（金） 25（土） 26（日）
13:00 上映会○
14:00 「文化 」☆ 「 」☆
16:00 「文化 」☆
18:30 「 」☆ 「文化 」★
19:00 「文化 」 「 」

ロ
ー
ム
シ
ア
タ
ー
京
都
　
レ
パ
ー
ト
リ
ー
の
創
造
　

松
田
正
隆
　
海
辺
の
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ロ
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シ
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ー
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ー
ト
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松
田
正
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海
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の
町 

二
部
作
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ロ
ー
ム
シ
ア
タ
ー
京
都
で
は
、
劇
作
家
・
演
出
家
の
松
田
正
隆
に
よ
る

〝
海
辺
の
町
〞二
部
作
と
し
て
、2
0
2
1
年
1
月
に
初
演
さ
れ
た「
シ
ー

サ
イ
ド
タ
ウ
ン
」
と
新
作
「
文
化
セ
ン
タ
ー
の
危
機
」、
い
ず
れ
も
ロ
ー
ム

シ
ア
タ
ー
京
都
の
「
レ
パ
ー
ト
リ
ー
の
創
造
」
か
ら
生
ま
れ
た
二
作
品
を

上
演
し
ま
す
。

松
田
は
長
ら
く
京
都
で
活
動
し
た
後
に
拠
点
を
東
京
へ
と
移
し
、
自
身

が
主
宰
す
る
マ
レ
ビ
ト
の
会
で
の
作
品
創
作
な
ど
を
通
し
て
、
演
劇
の

上
演
に
つ
い
て
の
様
々
な
試
み
を
を
続
け
て
き
ま
し
た
。「
シ
ー
サ
イ
ド

タ
ウ
ン
」
は
、
自
身
の
故
郷
・
長
崎
を
思
わ
せ
る
「
海
辺
の
町
」
に
生
き
る

人
々
を
描
き
つ
つ
、
物
語
を
演
劇
と
し
て
上
演
す
る
こ
と
の
本
質
を
考

え
る
取
り
組
み
で
も
あ
り
ま
し
た
。

ロ
ー
ム
シ
ア
タ
ー
京
都
の
「
レ
パ
ー
ト
リ
ー
の
創
造
」
シ
リ
ー
ズ
は
、
劇
場
で

作
品
を
創
り
、
劇
場
で
上
演
を
行
い
ま
す
。「
シ
ー
サ
イ
ド
タ
ウ
ン
」
は
、

ロ
ー
ム
シ
ア
タ
ー
京
都
ノ
ー
ス
ホ
ー
ル
で
長
期
間
の
創
作
過
程
を
過
ご
し
、

そ
の
場
所
で
上
演
さ
れ
ま
し
た
。
リ
ハ
ー
サ
ル
を
通
し
て
俳
優
た
ち
が

ノ
ー
ス
ホ
ー
ル
に
〝
住
み
成
す
〞プ
ロ
セ
ス
と
、
彼
ら
が
演
じ
る
劇
世
界
の

中
の
「
海
辺
の
町
」
の
住
人
た
ち
の
〝
暮
ら
し
〞の
風
景
が
、
現
実
世
界
と

劇
世
界
の
あ
い
だ
で
、
多
層
的
に
折
り
重
な
り
、
わ
た
し
た
ち
の
目
の
前

に
立
ち
上
が
っ
て
く
る
も
の
で
し
た
。

「
シ
ー
サ
イ
ド
タ
ウ
ン
」
の
続
編
と
も
い
え
る
「
文
化
セ
ン
タ
ー
の
危
機
」

は
、「
シ
ー
サ
イ
ド
タ
ウ
ン
」
に
初
演
か
ら
出
演
す
る
俳
優
6
名
に
、
新
た

に
オ
ー
デ
ィ
シ
ョ
ン
で
選
ば
れ
た
俳
優
1
名
を
加
え
て
演
じ
ら
れ
ま
す
。

「
海
辺
の
町
」
を
舞
台
と
す
る
二
つ
の
物
語
が
、
同
じ
場
所
で
、
同
じ
俳
優

た
ち
に
よ
っ
て
演
じ
ら
れ
ま
す
。
ぜ
ひ
両
方
の
上
演
を
ご
覧
い
た
だ
き
、

そ
れ
ぞ
れ
の
物
語
を
お
楽
し
み
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
演
劇
を
め
ぐ
る

問
い
か
け
に
も
触
れ
て
く
だ
さ
い
。

ウ
ミ

―
住
ん
で
ま
し
た
？

シ
ン
ジ

―
え
？

ウ
ミ

―
こ
こ
、
住
ん
で
た
り
し
ま
し
た
？

◉
公
演
の
前
に
ぜ
ひ
お
読
み
く
だ
さ
い
。

　（
ロ
ー
ム
シ
ア
タ
ー
京
都W

E
B

マ
ガ
ジ
ン
「S

pin-O
ff

」
掲
載
）

1 

海
辺
の
町 
二
部
作
　
松
田
正
隆
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

　 h
ttps://roh

m
th
eatrekyoto.jp/arch

ives/interview
_m
atsuda_2022/

2 

関
連
コ
ラ
ム
「
シ
ー
サ
イ
ド
タ
ウ
ン
」
に
住
む
こ
と

|
文
＝
松
田
正
隆

　 h
ttps://roh

m
th
eatrekyoto.jp/arch

ives/living-sea-side-tow
n/

レ
パ
ー
ト
リ
ー
の
創
造
に
つ
い
て

ロ
ー
ム
シ
ア
タ
ー
京
都
が
、
2
0
1
7
年
度
か
ら
取
り
組
ん
で
い
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
、

劇
場
の
レ
パ
ー
ト
リ
ー
演
目
と
し
て
時
代
を
超
え
て
末
永
く
上
演
さ
れ
る
こ
と
を
念
頭

に
、
公
立
劇
場
が
主
体
的
に
作
品
製
作
に
取
り
組
む
事
業
で
す
。
ま
た
、
作
品
創
造
の

プ
ロ
セ
ス
を
通
じ
て
、
俳
優
、
ド
ラ
マ
ト
ゥ
ル
ク
、
制
作
者
等
の
専
門
家
人
材
の
育
成
や

観
客
育
成
の
た
め
の
関
連
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
企
画
し
、
レ
パ
ー
ト
リ
ー
の
創
造
か
ら
各

地
域
に
お
け
る
劇
場
文
化
を
つ
く
る
こ
と
を
目
指
し
ま
す
。

 

ロ
ー
ム
シ
ア
タ
ー
京
都
レ
パ
ー
ト
リ
ー
作
品
サ
イ
ト
　

h
ttps://roh

m
th
eatrek

yoto.jp/repertory/

中
野

―
ど
う
し
ま
し
た
？

加
藤

―
海
が
見
え
る

中
野

―
こ
こ
は
、
四
方
八
方
海
で
す
か
ら

中
野

―
加
藤
さ
ん
、

    
焚
き
火
し
た
こ
と
あ
り
ま
す
か

加
藤

―
い
や
、
な
い
よ
。

    

見
た
こ
と
は
あ
る
け
ど

ク
ル
ミ

―
こ
ち
ら
に
住
ま
わ
れ
る
っ
て
聞
い
て

シ
ン
ジ

―
あ
あ
、
え
え
、
ま
あ

ウ
ミ

―
こ
こ
誰
か
、

     

住
ん
で
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
と

     

思
う
と
き
が
あ
っ
て

シ
ン
ジ

―
え

文
化
セ
ン
タ
ー
の
職
員
で
あ
る

吉
村
、
辻
井
、
中
野
の
三
人
は
不
安
な
日
々
を
送
っ
て
い
た
。

来
年
度
か
ら
運
営
が
民
間
に
移
行
す
る
の
に
と
も
な
い
、

職
員
が
解
雇
さ
れ
る
と
告
げ
ら
れ
て
い
た
か
ら
だ
。

そ
ん
な
時
、
中
野
の
大
学
時
代
の
友
人
が

イ
ベ
ン
ト
の
下
見
で
文
化
セ
ン
タ
ー
を
訪
れ
る
。

週
末
を
キ
ャ
ン
プ
で
過
ご
す
た
め
に

職
員
た
ち
は
山
に
行
き
、
焚
き
火
を
す
る
。

一
方
、
コ
ン
ビ
ニ
で
バ
イ
ト
を
し
て
い
る
高
校
生
の
里
岡
は

美
術
部
顧
問
の
教
師
、
神
長
か
ら
、
土
曜
の
夜
に

流
星
群
が
見
え
る
と
教
え
ら
れ
、
心
を
と
き
め
か
せ
る
。

港
の
岸
壁
で
は
、
密
航
者
を
監
視
す
る
男
が
佇
ん
で
い
る
。

冬
の
海
辺
の
地
方
都
市
、
そ
の
週
末
、
三
日
間
の
ス
ケ
ッ
チ
。

こ
の
国
の
西
の
果
て
、
海
辺
の
町
。

一
軒
の
空
き
家
に
一
人
の
男
（
シ
ン
ジ
）が
住
み
は
じ
め
る
。

シ
ン
ジ
は
東
京
で
職
を
な
く
し
行
き
場
を
失
い
、
故
郷
に
帰
っ
て
き
た
。

荒
廃
し
て
い
く
地
方
の
町
で
は
凡
庸
な
る
フ
ァ
シ
ズ
ム
が
横
行
し
、

シ
ン
ジ
は
戸
惑
い
な
が
ら
も
そ
の
流
れ
に
馴
染
ん
で
ゆ
く
。

相
変
わ
ら
ず
地
縁
・
血
縁
の
し
が
ら
み
も
絡
み
つ
く
。

日
々
の
生
活
の
中
で
「
何
か
の
兆
し
」
は
常
に
現
れ
、

起
こ
る
べ
く
し
て
起
こ
っ
た
事
件
が
シ
ン
ジ
の
も
と
に
報
告
さ
れ
る
。

松
田
正
隆
書
き
下
ろ
し
に
よ
る

劇
場
レ
パ
ー
ト
リ
ー
作
品
の
連
続
上
演

あ
る
海
辺
の
町
に 

住
ま
う
人
た
ち

松
田
正
隆 

（
劇
作
家
・
演
出
家
・
マ
レ
ビ
ト
の
会
代
表
）

1
9
6
2
年
、
長
崎
県
生
ま
れ
。
96
年
『
海
と
日
傘
』
で
岸
田
國
士
戯
曲
賞
、
97
年
『
月

の
岬
』
で
読
売
演
劇
大
賞
作
品
賞
、
99
年
『
夏
の
砂
の
上
』
で
読
売
文
学
賞
を
受
賞
。

2
0
0
3
「
マ
レ
ビ
ト
の
会
」
を
結
成
。
主
な
作
品
に
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
・
ト
ー
キ
ョ
ー

2
0
1
8
参
加
作
品
『
福
島
を
上
演
す
る
』
な
ど
。
2
0
1
2
年
よ
り
立
教
大
学
現
代

心
理
学
部
映
像
身
体
学
科
教
授
。2
0
2
1
年
1
月
「
シ
ー
サ
イ
ド
タ
ウ
ン
」を
ロ
ー

ム
シ
ア
タ
ー
京
都
で
初
演
し
、
10
年
ぶ
り
に
自
身
の
演
出
作
品
を
京
都
で
上
演
す
る
。

ま
た
、ロ
ー
ム
シ
ア
タ
ー
京
都
「
劇
場
の
学
校
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
で
は
、
2
0
1
9
年
度

か
ら
2
0
2
1
年
度
ま
で
講
師
を
務
め
た
。

文
化
セ
ン
タ
ー
の
危
機̶
新
作
̶

シ
ー
サ
イ
ド
タ
ウ
ン̶
再
演
̶

写
真

全
「

」

P
h

o
to

: To
sh

ia
ki N

a
ka

ta
n

i

作
・
演
出̶

松
田
正
隆

出
演̶

生
実 

慧
、鈴
鹿
通
儀
、大
門
果
央
、田
辺
泰
信
、

　
　
　  

中
川
友
香（「
文
化
セ
ン
タ
ー
の
危
機
」の
み
）、
深
澤
し
ほ
、
横
田
僚
平

照
明̶

̶
̶

藤
原
康
弘
・
杉
本
奈
月
（N

2/

青
年
団
）

音
響̶

̶
̶

合
田
洋
祐
（
ロ
ー
ム
シ
ア
タ
ー
京
都
）

演
出
助
手
・
稽
古
場
記
録̶

福
井
裕
孝

舞
台
監
督̶

̶

川
村
剛
史
（
ロ
ー
ム
シ
ア
タ
ー
京
都
）

イ
ラ
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン̶

カ
ナ
イ
フ
ユ
キ

宣
伝
美
術̶

̶

南 

琢
也

撮
影̶

̶
̶

中
谷
利
明

制
作̶

̶
̶

齋
藤 

啓
・
木
原
里
佳
（
以
上
、ロ
ー
ム
シ
ア
タ
ー
京
都
）

広
報̶

̶
̶

松
本
花
音
・
山
形
ゆ
き
（
以
上
、ロ
ー
ム
シ
ア
タ
ー
京
都)

プ
ロ
グ
ラ
ム
デ
ィ
レ
ク
タ
ー̶

小
倉
由
佳
子
（
ロ
ー
ム
シ
ア
タ
ー
京
都
）

1
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